
「生きた建築」って何？ フォーラム
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大阪美術俱楽部「備前の間」
14:30 ～ 16:00（開場14:00）

2014年、2015年 と開催された 「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪
（通称：イケフェス大阪）」は、日本最大級の建築一斉特別公開イベントであり、
大阪市内を中心に繰広げられる一般市民向けの建築体感フェスである。
昨年の参加者は延べ３万人を数える。（95施設で計120のプログラムを開催）
今年の継続開催に向けて、生きた建築ミュージアム大阪実行委員会の委員で
建築家の高岡伸一氏（大阪市立大学特任講師）と建築史家の倉方俊輔氏（大
阪市立大学准教授）を迎え、多くの市民を引きつける「生きた建築」や「イケ
フェス大阪」の魅力について語り合います。

生きた建築ミュージアム　公式 Twitter → https://twitter.com/ikitakenchiku

日　　時 ： 2016年10月29日(土) 14:30～16:00 （ 開場14:00 )
会　　場 ： 大阪美術俱楽部 「備前の間」 ( 本館３階 )　
　　　　　〒541-0042 大阪市中央区今橋２丁目４-５（ http://daibi.jp/map/ ）
登  壇  者 ： 高岡伸一氏（大阪市立大学特任講師）
　　　　　倉方俊輔氏（大阪市立大学准教授）　　　    
主　　催 ： 公益社団法人 日本建築家協会 近畿支部大阪地域会
協　　力 ： 生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 ・ 大阪市
特別協賛 ： 越井木材工業株式会社

-「イケフェス大阪2016」に向けて-

倉方 俊輔
（くらかた しゅんすけ）

建築史家 ◎1971年、東京都生まれ。1999年、早稲田大学
大学院博士課程満期退学、博士(工学)。 西日本工業大学
准教授を経て、2011年より大阪市立大学大学院工学研究
科准教授。 共著に 『吉祥寺ハモニカ横丁のつくり方』、
『これからの建築士』、『生きた建築 大阪』、『大阪建築 みる
・あるく・かたる』、 著書に『吉阪隆正とル・コルビュジエ』、
『ドコノモン』 ほか。

高岡 伸一
（たかおか しんいち）

建築家 ◎1970年、大阪府生まれ。1994年、大阪大学工学
部建築工学科卒業。1996年同大学院工学研究科修了。
1996～2004年昭和設計勤務。2004年高岡伸一建築設計
事務所設立。2006年より大阪市立大学都市研究プラザ特
任講師。2012年より江之子島文化芸術創造センタープラ
ンニングディレクター。近年は大阪市内を中心に、近代建
築や戦後建築の調査・研究、改修設計等に携わる。共著に
『大大阪モダン建築』、『いいビルの写真集』ほか。

プチ・プレ・イケフェス ！
フォーラム終了後、会場から「JIA建築家大会
2016 大阪」の主会場である綿業会館までを
散策しながら「生きた建築」を見学します。
（ただし、外観のみの見学となります。）

c shigeta satoshi○


